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5.2 教育コンテンツ──演習課題 
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5.3 教育コンテンツ──自習問題 

科目 コマ 問題 出題形式 問題文 正答肢 誤答肢 誤答肢 誤答肢 

S1 01 01 空欄補充 
「生成AIへの指示では、目的と条件に加えて回答の
（  ）を明示すると結果が揃い易い」という文の空欄に
入る最も適切なものはどれか。 

出力形式 推論設定 入力制約 監査ログ 

S1 01 02 空欄補充 
「生成AI利用の安全ルールでは、個人情報や機密等、外部
送信できない情報を「（  ）」に区分して入力を避ける」
という文の空欄に入る最も適切なものはどれか。 

入力禁止 出力形式 作業記録 改善ループ 

S1 01 03 事象理解 生成AIにおいて、同一の入力に対して毎回同じ出力が返る
性質を何と言うか。 決定論的 確率的 反復的 適応的 

S1 01 04 事象理解 生成AIに対して目的と条件と出力形式を含む指示文を
設計する行為を何と言うか。 

プロンプト
設計 監査ログ データ分類 品質ゲート 

S1 01 05 正誤判定 
「生成AIの出力は確率的であり、同一の入力でも条件や
設定によって結果が揺れることがある」という文の内容は
正しいか、誤っているか。 

正しい 誤っている   

S1 02 01 空欄補充 
「生成AIの出力を確かめる場合、複数の資料を（  ）して
一致点と相違点を確認する」という文の空欄に入る最も
適切なものはどれか。 

照合 要約 暗号化 量子化 

S1 02 02 空欄補充 
「生成AIの出力を共有する際、根拠が不明な箇所は言い
切りを避けて（  ）表現に修正する」という文の空欄に
入る最も適切なものはどれか。 

断定回避 推論設定 出典表示 監査ログ 

S1 02 03 事象理解 生成AIが事実でない内容を事実のように尤もらしく出力する
現象を何と言うか。 幻覚 過学習 正規化 蒸留 

S1 02 04 正誤判定 
「生成AIの出力を検証する際、複数の資料を照合して
共通点と矛盾点を確認することは有効である」という文の
内容は正しいか、誤っているか。 

正しい 誤っている   

S1 02 05 正誤判定 
「生成AIの出力は内部で自動的に出典確認が行われている
ため、利用者による出典確認は不要である」という文の
内容は正しいか、誤っているか。 

誤っている 正しい   

S1 03 01 空欄補充 
「生成AIに入力する文章に氏名・連絡先等の（  ）が
含まれると、プライバシー侵害のリスクが高まる」という
文の空欄に入る最も適切なものはどれか。 

個人情報 機密情報 公開情報 メタデータ 

S1 03 02 事象理解 他者の著作物を利用する際、作者名や出典を明示する
表示を何と言うか。 出典表示 出典確認 断定回避 データ分類 

S1 03 03 事象理解 生成AIへの入力可否や共有範囲に迷った場合、責任者に
判断を仰ぐ行為を何と言うか。 

エスカレー
ション スロットリング 量子化 モニタリング 

S1 03 04 正誤判定 
「生成AIが生成した文章であっても、第三者の著作物の表現が
含まれる可能性があるため、著作権やライセンスの確認は
必要である」という文の内容は正しいか、誤っているか。 

正しい 誤っている   

S1 03 05 正誤判定 
「社外秘情報であっても、利用目的が社内業務であれば、
生成AIに入力してよい」という文の内容は正しいか、
誤っているか。 

誤っている 正しい   

S1 04 01 空欄補充 
「組織内AIポリシーでは、生成AIの利用を後から監査できる
ようにシステム側で自動的に残す（  ）を定める必要が
ある」という文の空欄に入る最も適切なものはどれか。 

監査ログ 作業記録 出力形式 推論設定 

S1 04 02 空欄補充 
「生成AIの出力が同じ入力と条件で複数回実行した場合に
同程度に再現されるかを点検する観点が（  ）である」
という文の空欄に入る最も適切なものはどれか。 

再現性 事実性 一貫性 透明性 

S1 04 03 事象理解 生成AIの出力評価において、内容が現実の事実と合致して
いるかを点検する観点を何と言うか。 事実性 一貫性 再現性 安全性 

S1 04 04 事象理解 生成AIの長文出力で、同一文書内の説明や数値が矛盾し
ないかを点検する観点を何と言うか。 一貫性 事実性 再現性 網羅性 

S1 04 05 正誤判定 
「組織内AIポリシーは、一度作れば改訂不要であり、教育や
周知の仕組も不要である」という文の内容は正しいか、
誤っているか。 

誤っている 正しい   

S1 05 01 空欄補充 

「生成AIが要約した会議メモの文書で根拠を確認できない
箇所は、誤情報の断定を避けるため、「（  ）」と明示して
残すことがある」という文の空欄に入る最も適切なものは
どれか。 

要確認 要公開 要承認 要自動化 

S1 05 02 事象理解 生成AIの出力を点検し、プロンプトを修正して再実行する
反復手順を何と言うか。 修正ループ 承認フロー データ分類 品質ゲート 
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S1 05 03 事象理解 生成AIの出力改善をいつ打ち切って共有するかを決める
基準を何と言うか。 停止基準 チェックリスト 推論設定 監査ログ 

S1 05 04 正誤判定 
「生成AIが作成した社内共有文を点検する際、数値や
固有名詞は検証優先箇所として根拠資料に照合することが
望ましい」という文の内容は正しいか、誤っているか。 

正しい 誤っている   

S1 05 05 正誤判定 
「生成AIの出力に誤りが見付かった場合も、差分や判断
根拠を記録せずに修正後の文章だけ残せば、運用上充分
である」という文の内容は正しいか、誤っているか。 

誤っている 正しい   

S1 06 01 空欄補充 
「生成AIの利用ルールを作る際、情報を「公開」「社内」
「機密」「個人情報」等に（  ）して入力可否と条件を
定める」という文の空欄に入る最も適切なものはどれか。 

区分 翻訳 圧縮 正規化 

S1 06 02 空欄補充 
「氏名や社員番号等、個人を識別できる情報は（  ）に
該当し、生成AIへの入力条件や保存条件を慎重に定める
必要がある」という文の空欄に入る最も適切なものはどれか。 

PII API KPI SLO 

S1 06 03 事象理解 生成AIに入力した内容や判断根拠を後から追跡できるように
残す記録を何と言うか。 作業記録 推論設定 出力形式 コンテキス

ト長 

S1 06 04 正誤判定 
「生成AI利用のルールでは、入力可否だけ決めればよく、
生成物の保存や共有の条件を定める必要はない」という
文の内容は正しいか、誤っているか。 

誤っている 正しい   

S1 06 05 正誤判定 
「機密や個人情報を生成AIに入力する必要がある場合、
疑似化等の安全措置を講じた上で条件を定めることが
望ましい」という文の内容は正しいか、誤っているか。 

正しい 誤っている   

S2 01 01 空欄補充 
「大規模言語モデルは、入力文を（  ）と呼ばれる単位に
分割し、次の語を予測しながら文章を生成する」という
文の空欄に入る最も適切なものはどれか。 

トークン テンプレート パラメータ ベクトル 

S2 01 02 空欄補充 
「生成AIの出力の揺れや長さは、温度やTop P等の
（  ）を変えることで影響を受け得る」という文の空欄に
入る最も適切なものはどれか。 

推論設定 学習設定 監査ログ データ分類 

S2 01 03 事象理解 大規模言語モデルに与える入力文の長さを何と言うか。 入力長 出力長 学習率 乱数種 

S2 01 04 事象理解 生成AIに提示する基本プロンプトの要素として最も適切な
ものはどれか。 

目 的 条 件
出力形式 

目的装飾語
語尾 条件温度乱数 形式比喩絵

文字 

S2 01 05 正誤判定 
「推論設定の変更は、大規模言語モデルの出力の揺れや
長さに影響し得る」という文の内容は正しいか、誤って
いるか。 

正しい 誤っている   

S2 02 01 空欄補充 
「生成AIの出力の揺れを把握するためには、同じ入力と
設定で（  ）して結果を比較する方法が有効である」
という文の空欄に入る最も適切なものはどれか。 

反復実行 単回実行 手動採点 暗号化 

S2 02 02 空欄補充 
「生成AIの回答を毎回同じ形で得るためには、回答の箇条
書きや表等の（  ）を明示して固定することが重要で
ある」という文の空欄に入る最も適切なものはどれか。 

出力形式 入力禁止 監査ログ 学習率 

S2 02 03 事象理解 生成AIの出力を複数回比較した場合に内容や形式の違い
として現れる部分を何と言うか。 差分 余白 復号 係数 

S2 02 04 正誤判定 
「生成AIの出力を安定化するためには、推論設定を毎回
変えることが有効である」という文の内容は正しいか、
誤っているか。 

誤っている 正しい   

S2 02 05 正誤判定 
「出力を安定化するために条件追加と形式固定を行った場合、
その理由と結果の変化を作業記録に残すことは再現性確認に
役立つ」という文の内容は正しいか、誤っているか。 

正しい 誤っている   

S2 03 01 空欄補充 
「生成AIの回答を点検する際、数値や固有名詞等の誤りが
影響し易い箇所を「（  ）」として先に確認する」という
文の空欄に入る最も適切なものはどれか。 

検証優先 速度優先 装飾優先 感覚優先 

S2 03 02 事象理解 生成AIの出力を共有可能と判断するために設定する最低
合格水準を何と言うか。 品質ゲート 停止基準 承認フロー 入力制約 

S2 03 03 事象理解 生成AIの出力に根拠が乏しい内容が含まれる場合、言い
切りを避けて表現を弱める対応を何と言うか。 断定回避 出典照合 形式固定 自動化 

S2 03 04 正誤判定 
「生成AIの出力評価で再現性を点検するためには、同一
入力と設定で複数回実行して結果が大きく揺れないことを
確認する」という文の内容は正しいか、誤っているか。 

正しい 誤っている   

S2 03 05 正誤判定 
「生成AIの出力評価では、一貫性だけ確認すれば充分であり、
事実性の確認は不要である」という文の内容は正しいか、
誤っているか。 

誤っている 正しい   

S2 04 01 空欄補充 
「生成AIの出力を点検する場合、問題点を「誤り」「不足」
「冗長」等に整理する（  ）を用いると、作業が体系化
される」という文の空欄に入る最も適切なものはどれか。 

評価表 設計書 暗号鍵 用語集 
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S2 04 02 空欄補充 
「生成AIの出力を是正するために、指示文を修正して
同じ課題を再生成させる操作を（  ）として実施する」
という文の空欄に入る最も適切なものはどれか。 

再 プ ロ ン
プト 再学習 再配布 再起動 

S2 04 03 事象理解 生成AIの出力を検証する際、原契約書や原仕様書等、
一番に根拠になる資料を何と言うか。 一次情報 二次資料 参考意見 推論設定 

S2 04 04 事象理解 生成AIの出力を評価して再プロンプトで是正し、品質
ゲートを充すまで繰り返す手順を何と言うか。 改善ループ 承認フロー データ分類 スロットリング 

S2 04 05 正誤判定 
「再プロンプトでの是正では、誤りの根拠を一次情報に
照合した上で断定回避を含む修正を行うことが望ましい」
という文の内容は正しいか、誤っているか。 

正しい 誤っている   

S2 05 01 空欄補充 
「生成AIに特定の立場や役割を与えて回答方針を揃える
パターンが（  ）である」という文の空欄に入る最も
適切なものはどれか。 

役割付与 量子化 暗号化 蒸留 

S2 05 02 事象理解 複雑な要求を論点毎に分け、各論点の回答を統合するように
生成AIに指示する設計を何と言うか。 分割統治 役割付与 出力例提示 スロットリング 

S2 05 03 事象理解 生成AIが誤誘導されないよう、してはいけないことや
参照範囲を明示する記述を何と言うか。 制約条件 推論設定 監査ログ 疑似化 

S2 05 04 正誤判定 
「生成AIへの要求が曖昧な場合に追加質問を先に行わせる
設計は、誤解のまま回答を生成するリスクを下げ得る」
という文の内容は正しいか、誤っているか。 

正しい 誤っている   

S2 05 05 正誤判定 
「分割統治を用いる場合、論点を分けずに一括で回答させる
方が再現性が高くなる」という文の内容は正しいか、
誤っているか。 

誤っている 正しい   

S2 06 01 空欄補充 
「同じ業務課題に対して二つのプロンプト案を作り、
品質と再現性を比べて採択する行為は（  ）に当る」
という文の空欄に入る最も適切なものはどれか。 

比較評価 暗号化 発散学習 量子化 

S2 06 02 空欄補充 
「複数案から最終案を選んだ理由や注意点を短文で整理して
（  ）として残す」という文の空欄に入る最も適切な
ものはどれか。 

設計意図 学習率 監査ログ エンコード 

S2 06 03 事象理解 業務で利用する回答の様式を揃えるために、生成AIへの
指示で項目名や構造を固定することを何と言うか。 

出 力 形 式
固定 

推論設定変
更 データ分類 例外承認 

S2 06 04 正誤判定 
「複数のプロンプト案を比較する際、同一入力と同一推論
設定で反復実行し、出力の揺れも含めて評価することが
有効である」という文の内容は正しいか、誤っているか。 

正しい 誤っている   

S2 06 05 正誤判定 
「業務プロンプトを作成する際、役割付与や制約条件を
入れずに自由に回答させた方が誤誘導を避け易い」という
文の内容は正しいか、誤っているか。 

誤っている 正しい   
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5.4 教育プラットフォーム──設計書 
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5.5 GPT-TA評価システム──設計書 
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